
令和７年度岐阜県高校柔道新人大会  

兼 第４８回全国高校柔道選手権大会県予選  

実  施   要   項  

 
主  催   岐阜県高等学校体育連盟   岐阜県柔道協会 
 
期  日   ●個人戦  令和８年１月１８日（日）午前 10 時 30 分より 
      ●団体戦 令和８年１月２５日（日）午前 10 時 30 分より   
            ※審判監督会議は９時４０分よりおこないます。 
      ※体重測定は午前８時４５分～午前９時３０分に行います。 
 
場  所     大垣市武道館        （大垣市米野） 
 
参加申込（別紙 ２０２５年４月１日付け「大会申し込み要領」をご参照下さい）  
 ※個人情報の取り扱いに関して 
   大会参加に際して提供される個人情報は本大会活動に利用するものとし、これ以外の目的  
   に利用することはありません。 
 
申込期日    令和７年１２月１９日（金）必着厳守   
                 
申 込 先      〒 500-8889 岐阜市大縄場３－１ 岐阜県立岐阜高等学校内 岩井恭平宛 
        入力済みファイル p63912＠ gifu-net.ed.jp 
 
大会参加料        個人戦は１人 300 円、団体戦は 1 チーム 3,000 円を下記の口座へ１２月１９日（金） 

までに振り込む。なお、振込手数料は各校でご負担ください。 
（団体戦に出場する選手が個人戦にも出場する場合は、個人戦の参加料も徴収する。） 

 
振 込 先     十六銀行 長良支店 普通預金 1737212 岐阜県高体連柔道専門部  大会費  委員長  溝際雄太
  
 
参加資格   １  学校教育法第１条に規定する高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に在籍する

生徒であること。 
      ２  岐阜県高等学校体育連盟加盟校であり、県柔道協会団体登録校であること。 

３ 学校長の出場認知のある者。 
４ 平成 19 年４月２日以降に生まれた者（２０２５年４月２日現在で、18 歳未満であ

り第１・２学年に在籍）。同一学年での出場は１回限りとする。 
５ 転校後 6 ヶ月未満の者は参加できない。ただし、一家転住の場合を除く。（外国

人留学生もこれに準ずる） 
      ６  団体戦のチーム編成において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による

混合は認めない。 
            ７  外国人留学生については、卒業を目的とし、団体戦のチーム人員は１名以内とす

る。個人戦については人数制限を設けない。 
 
《Ａ》男子団体戦  
 
チーム編成   １  チームは監督１名、選手６名、計７名をもって編成し、１校１チームとする。 

２ 申し込みをした生徒を退けて他の者を充当することは原則として認めない。ただ
し、試合開始前に申し出た者に限り監督会議にかけて可否を決定する。この場
合、その者について学校長の出場認知書を必要とし１名を限度とする。 

 
試合方法   １  学校対抗点取り試合のトーナメント戦とする。 

２ 試合は各チーム５名で行う。試合ごとのオーダー変更を認める。 
 
試合規定   １  試合は国際柔道連盟試合審判規定によって行う。 

２ 試合時間は３分とする。 
３ 優勢勝ちの判定基準は「有効」「僅差」以上とする。なお、僅差は「指導差２」

とする。 
４ チームの勝敗の内容が同等の場合は代表選手を任意に選出して代表戦を行う。代

表戦の優勢勝ちの判定基準は「有効」または「僅差」以上とし、試合終了時に得
点差がない場合はゴールデンスコア方式の延長戦を時間無制限で行い、必ず勝敗
を決する。 

     
《Ｂ》女子団体戦  
 
チーム編成   １  チームは監督１名、選手３名、補欠２名の計６名をもって編成し、１校１チームと

する。（詳細は別紙申し合せ事項参照。） 
      ２  体重区分は次のとおりとする。 
        先鋒:５２kg 以下、中堅:６３kg 以下、大将:無差別 
        なお、体重の軽い者は重い階級に出場できる。また、補欠は該当する階級に出場で



き、補充する際の順番は問わない。 
      ３  計量にパスしない者は出場できない。 

４ 選手に事故があった場合は補欠と交替することができる。ただし順位を変えるこ
とはできない。また１度交替した選手は再びその一連の試合に出場することはで
きない。 

５ 申し込みをした生徒を退けて他の者を充当することは原則として認めない。ただ
し試合前に申し出た者に限り監督会議にかけて可否を決定する。この場合、その
者について学校長の出場認知書を必要とし、１名を限度とする。 

 
試合方法   １  学校対抗３人制点取り試合で、トーナメント戦で実施する。 
            ２  試合ごとのオーダー変更は行わない。 
 
試合規定   １  試合は国際柔道連盟試合審判規定によって行う。 

２ 試合時間は３分とする。 
３ 優勢勝ちの判定基準は「有効」「僅差」以上とする。なお、僅差は「指導差２」

とする。 
４ 同点の場合は得点内容を検討する。それも同じ場合は、代表戦を行う。代表戦は

引き分け対戦の中から抽選で選び、ゴールデンスコア方式の試合を時間無制限で
行う。優勢勝ちの判定基準は「有効」「僅差 1」以上とする。なお、引き分け対戦
がない場合は、両者反則負けなどで勝敗がつかなかった対戦を代表戦とする。ま
た、両チームが選手の負傷などで２名しかおらず、引き分け対戦がない場合など
は、代表選手をすべての対戦の中から抽選で選出して、ゴールデンスコア方式の
試合を時間無制限で行う。 
 

《Ｃ》体重別個人戦  
 
出 場 枠   男女個人戦はフリーエントリーとする。ただし、地区予選は行いベスト 4 以上の順位を

決める。ベスト 8 以下に関しては各地区同率順位扱いとして県大会の抽選を行う。ま
た、当該年度開催の県総体における３年生をのぞくベスト４のうち上位２名が同階級
で出場する場合はスーパーシード選手として地区予選を免除する。 

           
   
体重区分  ［男子］ 60 ㎏級 66 ㎏級 73 ㎏級 81 ㎏級 無差別 
      ［女子］ 48 ㎏級 52 ㎏級 57 ㎏級 63 ㎏級 無差別 
 
※女子の団体選手に関わる階級登録 
先鋒(52kg 級以下に登録した場合)、個人は 48kg 級・52kg 級･無差別のいずれかに登録できる。 
中堅(63kg 級以下に登録した場合)、個人は全ての階級（体重が該当する）に登録できる。 

 
試合方法   １  体重別（４階級および無差別）個人試合とする。 

２ 試合はトーナメント戦とする。 
 
試合規定   １  試合は国際柔道連盟試合審判規定によって行う。優勢勝ちの判定基準は「有効」 

または「僅差」（「指導」差２）以上とする。技による評価が同等の場合、もしく
は「指導」差が 1 以下の場合は、ゴールデンスコア方式の延長戦を時間無制限で行
う。延長戦は「有効」以上、または「指導」の数に差が出た時点で試合終了とな
る。 

２ 試合時間は３分とする。 
                                                            

《Ｄ》そ の 他         
１  男女団体戦の優勝校は全国大会への出場権を得る。 
２ 男女個人戦各階級の優勝者は全国大会への出場権を得る。 
３ 補助生徒を各学校（チーム）とも１名出すこと。 
４ 団体戦の参加校は下記の要領でオーダー表を作成し、当日持参すること。 

※男子はＡ４またはＢ５版の用紙７枚に、学校名、６名の選手名を記入する。 
※女子はＡ４またはＢ５版の用紙４枚に、学校名、３名の選手名を記入する。 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和７年度岐阜県高校柔道新人大会  

兼 第４８回全国高校柔道選手権大会県予選  

選 手 変 更 届  

 
 
 
 
 
 

                    高等学校   監督名        

 
 
 
 
 

   欠場選手  

  
 
 

 
  
 
 
 

 
 
  

氏    名  学 年  階 級  
身 長  
c m  

体 重  
K g  

生 年 月 日  健 康 状 態  

     

・  ・  

 

 

   理  由  

 
 
 
 
 
 
 

   変更選手  

  
 
 

 
  
 
 
  
 
 
  

氏    名  学 年  階 級  
身 長  
c m  

体 重  
K g  

生 年 月 日  健 康 状 態  

     

・  ・  

 

 

    上記の本校生徒が標記の大会に出場することを認めます。  

 
 
 

                 高等学校  

           

 
 

              学校長         印  

           

 


